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元
朝
初
期
の
南
海
貿
易
と
行
省

|
|
マ
ン
グ
タ
イ
の
市
舶
わ
政
関
与
と
そ
の
背
足
|
|

向

正

樹

は
じ
め
に

近
代
以
前
の
束
・
南
、
ン
ナ
海
の
交
流
史
は
、
近
年
ま
す
ま
す
注
目
を
あ
び
る
分
野
と
な
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
な
か
、
「
交
易
の
時
代
」

と
よ
ば
れ
る
一
五
・

一
六
世
紀
を
は
じ
め
各
時
代
の
海
卜
貿
易
像
を
め
く
る
議
論
も
活
発
化
し
、
関
係
諸
国
の
貿
易
港
管
川
崎
制
度
の
変

遷
に
と
ど
ま
ら
ず
、
国
際
経
済
の
動
態
を
も
重
旧
惜
し
、
広
域
の
交
易
構
造
の
変
遷
過
科
が
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
u

し
か
し
な
が
ら
、
貿
易
港
管
理
制
度
や
経
済
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
交
易
構
造
の
み
か
ら
F

博
上
貿
易
像
を
描
く
こ
と
に
は
注
意
を
要
す

る
。
な
ぜ
な
ら
、
泊
近
代
の
束
・
南
、
ン
ナ
海
の
v

父
易
構
造
に
と
り
川
視
で
き
な
い
規
定
要
同
と
な
っ
て
き
た
中
国
の
貿
易
港
笹
川
叫
制
度

が
、
衣
而
的
に
は
中
央
集
権
的
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
構
造
を
も
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
和
帝
や
既
存
の
商
人
の
交
易
網

に
よ
り
か
か
っ
て
い
る
場
介
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
貿
易
港
を
中
心
に
内
外
に
交
易
関
係
を
張
り
巡
ら
せ
、
国
際
的
な

交
易
制
の
形
成
・
変
科
に
関
う
し
て
い
た
統
治
集
同
・
商
人
集
同
の
役
割
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
全
体
的
な
海
上
貿
易
像
を
論
じ
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る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
作
莱
と
な
る
こ



3口

こ
の
よ
う
な
認
識
の
も
と
、
筆
苫
は
こ
れ
ま
で
一
今
世
紀
後
半
の
福
建
に
お
け
る
モ
ン
ゴ
ル
軍
川
・
カ
ア
ン
の
隷
同
た
ち
干
モ
ン
ゴ

ル
と
結
び
つ
い
た
交
易
集
川
、
地
方
の
エ
リ
ー
ト
・
外
来
尚
人
と
い
っ
た
、
そ
れ
ぞ
れ
に
南
シ
ナ
海
に
お
け
る
貿
易
(
以
卜
、
南
海
貿

易
)
に
利
害
や
関
心
を
も
つ
い
凡
朝
の
中
央
/
辺
縁
の
諸
集
同
の
結
び
つ
き
を
探
っ
て
き
た

[
向
二

C
C
七
・
一
一

0
0
八
]
。
こ
う
し
た

性
格
の
相
異
な
る
集
団
間
の
結
び
つ
き
に
着

H
す
る
こ
と
は
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
な
問
題
に
新
た
な
展
望
を
切
り
拓
く
可
能
性
を
も
っ
ハ

従
来

モ
ン
ゴ
ル
支
配
時
代
の
南
海
貿
易
の
性
格
を
め
ぐ
っ
て
は

い
っ
ぽ
う
で
官
常
に
よ
る
独
占
的
な
企
業
と
し
て
捉
え
、
こ
れ

を
宋
以
来
の

「
林
市
品
開
」

の
系
譜
の
延
長
上
に
位
置
づ
け
[
佐
藤
一
九
六
川
E

-

八
三
八
一
]
、
ま
た
い
っ
ぽ
、
つ
で
、
宋
以
米
の
プ

ラ
イ
ベ

l
ト
・
ト
レ
ー
ド

(
民
間
貿
易
)

の
俊
越
と
い
う
流
れ
の
中
に
位
置
づ
け
る

[ヨ
E
四
九
七
心
、
張
祥
義
九
七
四
]
と
い

う
一
見
相

t
泊
す
る
一
つ
の
見
右
が
並
存
し
て
い
た
。

こ
れ
に
対
し
近
年
、

川
H
市
康
博
氏
は
、

元
朝
期
の
南
海
貿
易
を
政
治
権
ね
に

よ
る
特
理
の
側
而
だ
け
で
な
く
、
権
力
と
結
び
つ
い
た
集
同
に
よ
る
経
営
の
側
面
か
ら
も
捉
え
、
こ
う
し
た
官
と
民
が
体
化
し
た
苅

明
初
期
の
南
海
貿
易
の
あ
り
ょ
う
を
「
官
民
複
合
体
し
と
い
う
概
念
を
用
い
て
拠
え
て
い
る

川
口
市
二

0
0
六
]
《
今
後
、
束
南

、
ン
ナ
海
の
貿
易
保
を
論
じ
る
た
め
に
は
、
こ
う
し
た
結
び
つ
き
の
貝
体
相
を
さ
ら
に
明
ら
か
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
、
っ

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
主
と
し
て
至
一
正
問

(
一
一
七
七
)
年
1
二
二
年
の
モ
ン
ゴ
ル
支
配
の
最
初
期
に
行
省
庁
官
慰
司
庁
を
悦
び

て
福
建
地
域
の
平
定
を
担
っ
た
軍
事
司
令
官
、
海
運
や
市
舶
と
い
っ
た
海
上
の
交
通
や
貿
易
の
管
轄
者
、
と
い
う
ふ
た
つ
の
顔
を
併
せ

持
っ
た
、

モ
ン
ゴ
ル
将
軍
マ
ン
グ
タ
イ
の
事
例
を
ケ

l
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
と
し
て
取
り
上
げ
、

か
れ
の
南
海
貿
易
へ
の
関
守
の
背
景
を
そ

の
軍
事
的
勢
h
M
に
山
来
す
る
権
刈
と
の
関
係
よ
り
探
り
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

ノ
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
、
中
央
/
辺
縁
と
い
っ
た
一
見
対
立
的
な

要
素
が
一
さ
ま
ざ
ま
な
側
出
で
分
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い
る
冗
朝
初
期
尚
海
貿
易
の
実
態
の
端
を
提
示
し
て
み
た
い
。



マ
ン
ヲ
空
イ
の
入
聞
と
海
上
貿
易
関
与

マ
ン
ヴ
空
イ
入
聞
の
軍
団
史
的
背
景

は
じ
め
に
、

マ
ン
グ
タ
イ
の
出

H
と
入
間
(
福
建
入
り
)
以
，
川
の
終
歴
を
辿
っ
て
お
こ
う
。

のマ
孫ン
でグ
あタ
るlイ

オ忙
ゴ( JL 
デ介
イ)
~，!は

代モ
、ン

漢ゴ
人ル

の
タ
タ
ル
部
の
山
身
で
、

オ
ゴ
デ
イ
時
代
の
点
平
路
達
科
花
赤
塔
思
火
児
赤
(
寸
弘
ロ
ミ
企
)

市
闘
の
徴
税
権
を
剥
奪
し
、
そ
の
勢
力
下
の
州
県
に
監
(
タ
ル
ガ
チ
)
を
恒
く
な
ど
、
そ
の
権
限
を
大
き
く
制
限
す
る
諸
施
策
が
行
わ

花車H初期0)南治貿易と行官

れ
た
が

(
[
汁
ノ
崎
一
九
五
六
六
]
参
似
て
民
日
思
火
児
ょ
が
達
魯
花
亦
と
し
て
送
り
込
ま
れ
た
の
も
点
干
路
の
漢
人
不
問
厳
実
に

対
す
る
日
付
と
し
て
で
あ
ろ
う
コ

マ
ン
ゲ
タ
イ
自
身
の
経
歴
と
し
て
知
ら
れ
る
の
は
、
博
州
路
奥
魯
総
特
か
ら
で
あ
り
、
全
元
七

一
七
心
)
年
に
は
監
戦

H
一
円
と
な
る
c

…
拠
魯
総
特
も
監
戦
万
一
円
も
、
と
も
に
決
人
軍
閥
の
勢
h
A
を
製
肘
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら

([村

上
一
九
阿

0
・
三
-
ム
コ
、

三
五
五
一
一

-4
八
]
参
照
)
、
格
忠
が
担
っ
て
い
た
厳
氏
の
日
付
け
の
役
割
を
マ
ン
グ
タ
イ
が
緋
承
し
た
も

の
と
み
ら
れ
る
u

監
戦
万

μ
に
は
怯
昨

(
F
E
R
E
N
h
カ
ア
ン
の
親
衛
市
)

の
メ
ン
バ
ー
が
な
る
例
が
あ
る
。

マ
ン
グ
タ
イ
と
ク
ピ

ラ
イ
と
の
関
係
に
つ
い
て
具
体
的
な
記
述
は
乏
し
く
、
た
だ
寸
世
担
に
事
、
っ
」
と
い
う
の
み
で
、
怯
醇
メ
ン
バ
ー
と
カ
ア
ン
の
関
係
の

よ
う
な
緊
密
な
制
人
的
紐
帯
(
[
片
山
九
八

O
]
参
照
)
を
は
っ
き
り
読
み
取
る
こ
と
は
で
き
な
い
っ

と
ち
ら
か
と
い
え
ば
、

ア
リ
ク
・
ブ
ケ
と
帝
位
継
恭
争
い
を
統
け
て
い
た
ク
ピ
ラ
イ
陣
併
へ
の
支
持
と
、
そ
の
軍
事
的
某
盤
固
め
へ

の
H
献
が
、
川
伯
父
肱
H

忠
以
米
の
既
得
権
益
の
維
持
と
ク
ビ
ラ
イ
新
政
権
ド
で
の
マ
ン
グ
タ
イ

H
身
の
牒
進
に
繋
が
っ
た
で
あ
ろ
う
じ
さ

き
に
先
帝
モ
ン
ケ
時
代
の
由
米
遠
征
で
、
束
h
:
-
T
1
家
の
タ
ガ
チ
ャ
ル
に
代
わ
っ
て
左
翼
一
中
と
し
て
急
逮
出
軍
し
た
ク
ピ
ラ
イ
は
、
ド
県

31 

半
厳
氏
の
勢
力
凶
に
あ
る

W
州
周
、
川
辺
に
駐
常
し
南
宋
攻
撃
の
地
盤
固
め
を
し
た
。
こ
の
と
き
ク
ピ
ラ
イ
は
、
厳
忠
消
の
集
凶
を
昧

h
に
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つ
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が

マ
ン
ゲ
タ
イ
も
こ
の
と
き
ク
ピ
ラ
イ
陣
包
に
付
い
た
の
で
あ
ろ
、
つ
(
[
杉
山
九

も J¥
同二

人一。
で
~ 0 
Z切
と
み八
り C
れ]

るi参
。 日日

ク
ピ
ラ
イ
創
設
の
氏
街
叩

(
の
ち
の
刊
衛
親
市
)
に
軍
コ
二
九
人
を
供
出
し
た
と
い
う
忙
古
鰐

マ
ン
グ
タ
イ
が
早
い
段
階
か
ら
水
市
を
率
い
て
い
た
こ
と
も
れ
目

さ
れ
る
c

例
え
ば
、
百
十
芯
八
(
一
七
一
)
年
に
南
宋
側
の
け
凸
文
喚
が
い
寸
る
袋
陽
城
の
西
方
、
渓
水
の
中
の
万
山
で
水
軍
を
率
い
、

一
年
、
臨
安
攻
略
の
際
に
は
水
軍
を
率
い
て
ぶ
湖
を
巡
回
し
、
「
兵
艦
」
に
来
り
湖
州
を
攻
め
た
口
水
市
の
将
と
い
、
つ
性
同
情
は
、
同
じ

の
ち
の
マ
ン
グ
タ
イ
の
海
述
・
山
舶
と
の
か
か
わ
り
で
い
え
ば
、

相
建
の
泉
州
行
省
の
モ
ン
コ
ル
将
軍
峻
都
(
ジ
ャ
ラ
イ
ル
部
出
身
)
と
も
共
通
す
る
山
…
で
あ
る

[
向
二

O
C
八
一
一
一
一
九
]
参
照
)
。

次
に
、

マ
ン
グ
タ
イ
と
福
建
と
の
関
わ
り
を
見
て
み
よ
う
一
叫
朝
の
支
配
が
及
び
つ
つ
あ
っ
た
福
建
で
は
至
元
一
凶

(
一
二
七
七

年
以
降
、

モ
ン
ゴ
ル
将
軍
が
「
行
省
」
と
い
う
肩
書
き
を
情
び
て
地
域
の
平
『
江
に
従
事
し
て
い
た
じ
江
南
に
派
遣
さ
れ
た
南
宋
遠
利
軍

首
脳
は
半
相
の
肩
書
き
を
帯
び
、

か
れ
ら
の
軍
営
を
指
す
「
行
省
し
は
「
軍
刑
行
省
L

と
で
も
呼
ぶ
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
c

の
ち
に
南

宋
の
行
柱
、
臨
安
(
杭
州
)
開
城
後
、
出
方
に
留
ま
っ
た
も
の
ら
が
江
市
諸
地
域
に
広
域
の
統
治
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
の
「
行
省
」
を
形

成
し
て
い
き
、
い
わ
ゆ
る
正
初
の
江
南
三
行
省
の
も
と
と
な
る
(
[
前
同
一
九
四
五
、
堤
一
九
九
六
、
李
治
安
二

C
C
C

七

七

]

参
照
)
。
だ
が
、
至
元
一
凶
年
段
階
の
伯
建
の
「
行
省
」
は
、
治
所
の
同
定
さ
れ
た
官
衡
が
存
在
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
「
軍
前
行
省
」

の
色
合
い
が
強
く
、
一
羊
相
の
肩
書
き
を
帯
び
て
活
動
す
る
軍
団
な
い
し
そ
の
長
を
指
す
と
い
っ
て
よ
い

(
[
ト
合
同
一

0
0
己
参
照
)
。

最
初
に
福
建
経
略
に
か
か
わ
っ
た
も
の
ら
は
、
江
准
方
面
の
軍
団
(
れ
准
行
省
)
に
属
す
る
人
物
と
れ
丙
右
而
の
軍
団
(
江
西
行
省
)

に
属
す
る
人
物
と
に
大
別
さ
れ
る
。
江
准
な
い
し
江
斯
軍
同
の
拠
白
d

は
杭
州
で
あ
り
、
江
両
軍
団
の
拠
点
は
長
打
中
流
域
の
括
協
湖
付

近
の
隆
興
で
あ
っ
た
。
福
建
は
江
准
・
山
西
の
領
域
に
挟
ま
れ
て
お
り
、
ど
ち
ら
と
も
陸
p

博
の
交
通
路
で
結
ぼ
れ
て
い
た
の
で
、
相
建



経
川
町
市
の
両
軍
団
と
の
二
重
の
関
係
は
容
易
に
理
解
で
き
よ
う
。

こ
の
両
軍
川
に
か
か
わ
る
人
脈
結
合
の
構
造
は
、
後
述
の
よ
う
に
、

の
マ
ン
グ
タ
イ
の
南
海
貿
易
へ
の
関
与
の
し
か
た
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
と
み
ら
れ
る
η

最
初
期
の
福
建
平
疋
に
か
か
わ
っ
た
各
市
団
の
将
軍
の
顔

ぶ
れ
と
宅
一
川
一
阿

l
-
五
年
頃
の
肩
書
き
を
去
に
一
小
し
た
じ
こ
れ
ら
の
人
物

聞
の
関
係
を
詳
し
く
み
て
い
く
と
、
福
建
に
駐
屯
し
た
マ
ン
グ
タ
イ
と
高
興

花車H初期0)南治貿易と行官

は
江
沿
方
自
の
軍
同
首
脳
阿
刺
竿
ら
と
統
属
関
係
に
あ
り
、
陵
都
と
そ
の
子

白
家
奴
は
、
れ
西
方
而
の
軍
団
首
脳
で
あ
る
タ
チ
ュ
に
属
し
て
い
た
こ
と
が

わ
か
る
c

ま
た
、
泉
州
の
ア
ラ
ブ
な
い
し
ベ
ル
シ
ャ
系
の
貿
易
尚
人
紺
寿
庚

は
、
一
川
朝
に
投
降
後
、

マ
ン
ゲ
タ
イ
と
で
は
な
く
江
凶
系
統
の
市
川
に
属
す

とる
と l唆
な都
ると
の結
で fT
あし
る:
。JC
朝
初
期
制
建
0) 

支
配
体
制l
0) 

角
を
tB. 
'J 

に

しミ

く
」

マ
ン
ヲ
ヲ
イ
の
南
海
貿
易
関
与

こ
こ
で
、
マ
ン
グ
タ
イ
の
南
海
貿
易
関

5
の
只
体
的
経
過
を
見
て
み
よ
、
つ
c

実
は
、
百
千
五

(
二
じ
六
)
年
、
市
舶
叶
が
山
本
州
・
慶
冗
(
竿
波
)

33 

上
海
・
枇
浦
に
は
じ
め
て
設
置
さ
れ
た
と
き

マ
ン
グ
タ
イ
は
山
水
州
の
市
舶

の
ち

福到~*引所にかかわった軍fl1長と至冗'4~'5年時点の屑台き

地域 人物 室元 14年(1277) 室フ1:IS年(1278)

江潅 アラカン (IOJ刺軍) 行中谷省左丞 右丞→江東宜信使

{手工噺} 蓋文鋼 同t.，左丞 {没)

江西 タチュ(叢出) 申書右丞、行申書省事 中審右丞

マングタイ 聞広大積普・行郷元帥府事 循・2路..!度・.知政.

福建 →領.遭宜:.使→左丞ゆ央へ

高奥 ，巨樹使 第射使 ・行右副都元帥
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ゴ
川
を
統
括
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
孟
元
一
五
年
、
泉
州
に
お
い
て
唆
都
と
浦
む
反
が
寸
行
省
」

の
名
分
で
F

碍
一
外
招
諭
を
開
始
す
る
と

([向一

C
C
八

一
九
]
参
照
)
、
そ
れ
ぞ
れ
の
息
チ
に
あ
た
る
百
家
奴
と
蒲
帥
文
が
海
外
諸
蕃
宣
慰
使
市
舶
提
挙
福
建
逗
立

慰
司
と
い
う
役
職
を
も
ら
っ
て
い
る
。
海
外
諸
蕃
宣
慰
使
は
、
唆
都
・
蒲
寿
炭
ら
が
進
め
て
い
っ
た
海
外
招
諭
と
連
動
す
る
も
の
だ
ろ

初
建
造
山
川
慰
同
は
「
福
建
の
長
同
」

で
あ
る
と
も
述
べ
ら
れ
る
c

お
そ
ら
く
こ
の
時
点
で
、
福
建
主
配
・
市
海
貿
易
文
配
の
権
限

は
、
実
質
的
に
は
峻
都
と
蒲
寿
炭
父
チ
の
子
に
あ
っ
た
c

と
こ
ろ
が
、
後
述
の
よ
う
に

マ
ン
グ
タ
イ
は
そ
の
後
も
一
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
の
南
海
貿
易
へ
の
関
片
:
介
入
を
行
っ
て
い
た
っ

二ず

ン

(
一
八
四
)
年
ま
で
は
、
ふ
丁
と
し
て
福
建
・
伺
州
を
巾
心
に
活
動
し
て
い
た

が
、
豆
冗
二
午
以
降
、
打
准
行
省
の
半
章
政
事
と
な
り
伯
建
を
去
り
、
雫
一
叫
一
七

グ
タ
イ
の
そ
の
後
の
経
歴
を
概
観
す
る
と
、
主
冗
一

(
二
九

C
)
午
、
さ
ら
に
江
西
行
省
に
移
る
甫

p

川
に
没
す
る
じ
そ
こ
で
使
宜
上

マ
ン
グ
タ
イ
の
祈
建
で
の
活
動
時
期
を
第
I
期
、
江
准
行
省
で
の
活
動
時
期
を
第
E
期
ー
と
し
、

てr
ン

グ
タ
イ
没
後
を
第
E
期
と
大
き
く
時
期
灰
分
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
の
市
海
貿
易
へ
の
関
与
介
入
の
実
態
と
そ
の
背
景
を
探
っ
て
み

た
い
ロ
ま
ず
第

1
1第
E
期
の
具
体
事
例
を
列
挙
す
る
の

〈
福
建
在
任
時
期
〉
[
作
表
・
第
I
期
]

(
事
例
)
豆
元
二

O
(
二
一
八
三
)
午
、
抽
分
の
法
と
い
う
人
港
税
に
関
す
る
法
を
定
め
た
際
、
マ
ン
グ
タ
イ
は
、
航
商
(
貿
易
尚
)

ら
が
香
木
を
口
、
つ
対
価
ー
と
し
て
海
外
に
令
銀
が
流
山
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
c

マ
ン
グ
タ
イ
が
南
海
貿
易
の
実
態
に
粘
通
し
て
い
る
こ

と
を
一
小

L
、
南
海
貿
易
と
何
ら
か
の
関
係
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
、
っ
か
が
わ
せ
る
c

(
事
例
一
)
至
冗
一

(
一
八
四
)
年
、

H
H
の
朝
賀
で
マ
ン
グ
タ
イ
が
真
珠
一
心

O
斤
(
約
六

O
同
)
を
献
上
u

福
建
を
去
り
れ

法
に
移
る
際
に
上
点
し
、

ク
ピ
ラ
イ
に
謁
見
し
た
と
き
の
出
来
事
で
あ
る
。



〈
れ
推
/
れ
滞
在
任
時
期
〉
[
午
去
・
第
E
期
]

マ
ン
グ
タ
イ
が
江
徐
行
省
平
市
政
事
に
な
っ
た
際
、
入
れ
替
わ
り
に
見
ジ
ャ
ラ
イ

ル
タ
イ
が
福
建
守
処
指
品
市
舶
都
転
運
可
の
一
口
と
し
て
福
建
に
赴
任
(
[
堤
二

C
C
C
二
一
?
ハ
一
七
]
参
照
)
。
こ
の
官
術
は
こ
の
頃

権
力
を
握
っ
て
い
た
塵
世
栄
の
ふ
丁
導
に
よ
っ
て
、
塩
認
(
塩
税
)
を
扱
う
転
運
司
と
市
舶
司
が
合
併
し
て
で
き
た
も
の
で
あ
る
内
市
工
冗

(
事
例
)
同
じ
く
平
正

ぐ
二
八
四
)
年
、

一一一

l
一
二
年
頃
、
塵
世
栄
は
官
営
独
占
貿
易
を
行
い
、
私
貿
易
を
禁
止
し
た
c

そ
れ
と
の
関
わ
り
で
私
貿
易
を
管
轄
す
る
必
要
の
な

く
な
っ
た
市
舶
司
が
転
運
司
に
合
制
さ
れ
、
官
営
貿
易
の
統
轄
機
関
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
n

マ
ン
グ
タ
イ
の
兄
が
赴
任
し
て
い
る

花車H初期0)南治貿易と行官

」
と
か
ら

マ
ン
グ
タ
イ
が
泉
州
お
よ
び
こ
の
宵
科
独
内
貿
易
に
も
間
接
的
に
影
響
を
及
ぼ
し
え
た
で
あ
ろ
う
。

(
事
例
四
)
至
冗
一
八

(
一
九
)
年
八
月
一
六
日

マ
ン
グ
タ
イ
没
後
、
南
米
山
川
身
官
僚
燕
公
楠
の
上
奏
ー
止
に

マ
ン
ゲ
タ
イ
と

沙
小
J
と
が
結
託
し
て
軍
ム
し
を
動
員
し
貿
易
船
に
対
す
る
独

H
の
臨
検
を
行
い
、
積
荷
の
一
泌
を
州
押
収
し
て
い
る
様
L
J
が
述
べ
ら
れ
る
F

上
奏
は
次
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
c

マ
ン
グ
タ
，

近
来
、
忙
一
ん
墓
・
沙
不
J
ら
が
自
分
た
ち
の
と
こ
ろ
で
「
利
息
」
を
要
求
す
る
た
め
、
船
が
や
っ
て
来
た
ら
、
市
上
た
ち
に
監
視

さ
せ
て
、

か
れ
ら
の
船
を
止
め
て

(
「
封
」
)
'
一
日
価
な
財
物
を
選
ん
で
取
っ
た
c

そ
の
た
め
、
向
こ
う
か
ら
の
船
は
や
っ
て
来
な
く

な
っ
て
い
る
し
、
わ
れ
ら
の
と
こ
ろ
へ
人
っ
て
く
る
船
も
少
な
く
な
っ
た
。
そ
の
た
め
山
舶
司
の
し
ご
と
は
崩
壊
し
て
し
ま
っ
て

、
品
〉
。

し

yv

マ
ン
グ
タ
イ
ら
が
取
っ
た
「
利
息
L

の
名
目
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
「
封
L

は
、
市
舶
叶
業
務
の

「
封
堵
L

と
同
様
、
乗
船
臨
検
を

35 

意
味
す
る

川
口
市
一
一

0
0
『ハ

a

一
川
一
]
参
照
)
コ
山
舶
司
の
莱
務
で
あ
る
拍
税
と
似

(
[
藤
出
一
九
七
(
九
州
)
'
二
一
、
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た
や
り
方
で
、
積
荷
の
う
ち
高
価
な
尚
品
を
強
制
徴
収
し
た
の
だ
ろ
う
。

マ
ン
グ
ヲ
イ
「
海
上
勢
力
」
の
軌
跡
|
福
建
近
海
へ
の
影
響
力
拡
大
の
過
程
|

以
卜
の
よ
う
な
第

I
1第
H
の
時
期
に
お
け
る
マ
ン
グ
タ
イ
の
市
海
貿
易
や
山
舶
行
政
へ
の
関
守
は
、

い
か
な
る
実
力
背
尽
の
も
と

で
行
わ
れ
た
の
か
。
実
は
こ
の
時
期
は
、

マ
ン
グ
タ
イ
が
倒
建
近
海
に
お
い
て
軍
事
勢
力
を
伸
張
し
て
い
く
時
期
で
も
あ
る
《
そ
こ
で

ま
ず
、
こ
の
時
期
の
マ
ン
グ
タ
イ
の
動
向
を
、
そ
の
軍
事
的
権
限
の
変
遷
に
、
什
目
し
つ
つ
遡
っ
て
干
や
詳
し
く
比
て
み
よ
う
。

〈
福
建
在
任
時
期
〉
[
作
表
・
第
I
期
]

マ
ン
グ
タ
イ
は
柄
建
千
定
に
従
事
し
た
の
も
い
っ
た
ん
中
央
に
赴
き
、
雫
元
七
(
一
二
八

O
)
年
四
月
、
ふ
た
た
び
福
州
に
一一反る

」
の
頃
の
任
務
は
ふ
丁
と
し
て
福
建
地
域
の
平
定
で
あ
っ
た
じ

耳
十
一
川
一
七
(
二
一
八
口
)
午
五
月
に
「
泉
州
に
相
州
の
行
省
の
治
を
置
く
し
と
い
う
記
事
が
あ
る
仁
相
川
州
の
行
省
は
マ
ン
グ
タ
イ
を

指
す
は
ず
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
記
事
は
、
こ
の
時
期
か
れ
の
権
限
が
泉
州
に
及
ん
だ
こ
と
を
示
す
で
あ
ろ
う
の
実
際
、
百
十
一
川
九
年
七

月
に
は
、
泉
州
を
拠
点
に
海
外
招
諭
を
行
っ
て
い
た
蒲
寿
炭
の
部
下
の
孫
勝
夫
が
マ
ン
グ
タ
イ
に
拘
束
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
起
こ
っ

マ
ン
グ
タ
イ
が
泉
州
近
海
を
支
配
卜
に
置
い
て
い
た
こ
と
が
投
付
け
ら
れ
る
c

川
時
に
、
泉
州
の
唆
都
蒲
寿
炭
ら
と
マ
ン

て
お
り
、

グ
タ
イ
が
提
携
関
係
に
な
か
っ
た
こ
と
も
明
ら
か
と
な
る
じ

エ
十
一
川
一
口

(
二
一
八
一
二
)
午
に
な
る
と

マ
ン
グ
タ
イ
は
運
程
万
円
府
ダ
ル
カ
チ
を
兼
任
す
る
c

も
と
も
と
有
し
て
い
た
配
下
の
水

市
を
使
っ
て
海
上
輸
送
を
監
督
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
U

こ
の
よ
う
な
一
連
の
流
れ
を
、
つ
け
て
、
前
述
の
全
元
二
心
年
の
許
水
貿
易
に
か
ん
す
る
上
一
吉
(
事
例
二
と
同
一
年
の
点
珠

C



。
斤
の
献
卜

(
事
例

が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
す
で
に

マ
ン
グ
タ
イ
が
山
本
州
近
海
に
お
け
る
軍
事
か
を
背
尽
に
、
貿

易
船
か
ら
の
収
奪
を
行
っ
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

〈
れ
准
/
れ
漸
在
任
時
期
〉
[
午
表
・
第
E
期
]

第
E
期
に
お
け
る
最
初
の
ん
き
な
変
化
と
し
て

マ
ン
グ
タ
イ
が
江
准
行
省
の
長
で
あ
る
平
帝
政
事
と
な
り
、
行
省
に
属
す
る
市
二

七
翼
万
戸
の
H
H
轄
権
を
ム
付
す
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
注

H
さ
れ
る
c

マ
ン
グ
タ
イ
の
I
4
配
下
に
入
っ
た
一
中
川
の
組
織
は
、
至
元
三
年
に
ー
内
編
が
行
わ
れ
た
際
の
記
述
か
ら
お
お
よ
そ
窺
、
つ
こ
と
が
で
き

花車H初期0)南治貿易と行官

るつ

コ
冗
史
」
巻
九
七
兵
士
心
一
鋲
成
同
年
の
条
(
五
凶
円
(
)
に
よ
る
と
、
江
浪
江
山
川
帥
招
副
使
の
軍
団
は
合
計
七
翼
か

ら
な
る
上
・
巾
・
卜
の
厄
戸
的
に
分
け
ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
な
か
に
は
、
恰
刺
併
の
沿
海
上
行
戸
ほ
か
れ
陰
水
軍
・
鎮
江
水
軍
卜
万

μな
ど
鎮
江
か
ら
慶
冗
ま
で
の
長
-
礼
か
ら
杭
川
流
一
帯
に
集
中
配
備
さ
れ
た
沿
海
部
の
海
市
も
八
円
ま
れ
て
い
た
。

さ
ら
に

『元
兜
』
巻
一
今
世
組
本
紀

-
o
z干一川

で
一
一
八
阿
)
午
九
月
甲
申
の
粂
(
二
六
九
円
(
)
に
よ
れ
ば
、
泉
州
に
江
准

行
省
の
分
省
を
恒
き
、
公
式
に
は
れ
准
行
省
の
長
で
あ
る
マ
ン
グ
タ
イ
が
泉
州
の
柿
右
庚
ら
を
支
配
下
に
世
く
こ
と
に
な
る
U

こ
の
時

期
巾
央
で
は
れ
西
搾
茶
転
運
使
で
あ
っ
た
嵐
世
栄
が
台
頭
し
、
中
央
政
府
へ
の
財
政
収
入
強
化
策
が
進
め
ら
れ
、
そ
の
一
環
で
、
官
営

独
占
貿
易
が
開
始
さ
れ
た
。
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
マ
ン
グ
タ
イ
の
兄
ジ
ャ
ラ
イ
ル
タ
イ
が
山
舶
都
転
運
可
に
任
じ
ら
れ
て
お
り
(
事

例
三
)
、
艦
世
栄
の
政
策
の
も
と
、

マ
ン
グ
タ
イ
は
泉
州
の
市
海
貿
易
に
対
す
る
支
配
を
大
師
に
拡
大
し
た
c

と
こ
ろ
が
、
百
十
一
川
コ
一

(
二
一
八
五
)
午
月
、
山
ポ
と
な
っ
た
勝
世
栄
に
よ
っ
て
福
建
行
省
を
江
丙
行
省
に
隷
属
さ
せ
る
、
と
い

37 

う
提
案
が
な
さ
れ
る
。
こ
れ
は
そ
れ
ま
で
江
准
行
省
の
マ
ン
グ
タ
イ
の
管
轄
k
l

に
あ
っ
た
制
建
を
そ
の
も
と
か
ら
切
り
離
し
、
泉
州
に

お
け
る
官
骨
貿
易
に
対
す
る
マ
ン
ゲ
タ
イ
の
影
響
力
を
排
除
す
る
狗
い
が
あ
る
も
の
と
推
察
さ
れ
る
つ
と
こ
ろ
が
す
ぐ
に
麻
世
栄
は
失
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脚
し
た
た
め
、
百
十
一
川
二
二
年
一
月
に
は
福
建
行
者
が
再
び
マ
ン
グ
タ
イ
の
江
准
行
省
の
管
轄
下
に
一民
る
。

百
七
一
正
一
同

(
二
八
七
)
午
に
は
、
沙
不
丁
(
、
ン
ハ

l
プ
・
ウ
ッ
デ
ィ

l
ン
)
が
行
泉
府
司
を
杭
州
に
背
く
む
こ
れ
は
一
正
米
、

モ
ン

コ
ル
諸
ム
ム
が
出
資
し
て
行
っ
て
い
た
オ
ル
ト
ク
貿
易
を
管
轄
す
る
一
円
筒
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
時
期
に
は
海
上
貿
易
や
海
上
輸
送
も
担
当

し
、
海
運
万
戸
山
川
も
管
轄
し
て
い
た
(
[
村
卜
九
凶
一
、
栴
必
九
六
八
凶
七
、
高
栄
盛
一
九
九
九
]
参
昭
山
内

の
海
運
万
円
府
の
ひ
と
つ
を
管
轄
す
る
c

マ
ン
グ
タ
イ
は
こ

ま
た
、
当
時
の
中
央
政
治
の
動
向
も
マ
ン
グ
タ
イ
の
江
市
に
お
け
る
権
限
強
化
に
少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
た
っ

つ
ま
り
、
百
十
元
一

山

(
一
一
人
ヒ
)
年
、
反
ク
ピ
ラ
イ
政
権
の
カ
イ
ド
ウ
陣
営
と
の
戦
費
や
紙
幣
イ
ン
フ
レ
の
た
め
財
政
建
て
直
し
が
必
要
と
な
り
、
巾

央
で
財
務
官
僚
サ
ン
ガ
が
登
場
し
徴
税
体
制
を
強
化
す
る
諸
施
策
を
打
ち
出
し
た
。
中
央
に
尚
書
省
が
置
か
れ
る
と
と
も
に
地
方
に
行

中
井
省
に
代
え
て
行
尚
書
省
が
置
か
れ
、
そ
こ
に
「
理
台
官
」
が
護
衛
を
付
け
て
送
り
込
ま
れ
会
計
検
丘
が
行
わ
れ
、
未
徴
の
銭
穀
を

追
徴
し
行
省
の
権
限
を
強
化
し
た
c

こ
の
巾
で
、

マ
ン
グ
タ
イ
は
例
都
・
沙
不
丁
ら
と
と
も
に
「
理
算
官
L

の
し
ご
と
を
行
、
つ
た
め
、

一
-
ム
年
正
月
に
は
江
推
行
省
管
内
統
治
の
全
棒
を
握
る
こ
と
と
な
っ
た

(
[
植
松
一
九
九
ハ
・
:
二
二
三
三
五
八
、
虎
二

c
o
o
.
一

七
一
九
、
宇
治
安
二

C
C
三
二
ハ
八
]
参
照
)

ν

先
述
の

(
事
例
四
)

の
貿
易
船
に
対
す
る
独
自
の
臨
検
と
強
制
徴
収
は
、
以
上
の

よ
う
な
マ
ン
ゲ
タ
イ
の
近
海
へ
の
持
続
的
な
影
響
力
伸
張
の
も
と
で
行
わ
れ
え
た
の
で
あ
る

こ
の
よ
う
な
マ
ン
グ
タ
イ
の
近
海
よ
配
の
権
限
は
、

ク
ピ
ラ
イ
政
権
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
以
上
、
中
央
に
よ
っ
て
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
る
性
貨
の
も
の
で
あ
る
は
ず
だ
が
、

マ
ン
グ
タ
イ
は
独
断
専
行
に
よ
り
そ
の
権
限
を
さ
ら
に
拡
大
し
よ
う
と
す
る
c

主
冗
一
七

(
一
九

O
)
年、

マ
ン
グ
タ
イ
は
れ
同
行
省
に
移
る
こ
と
と
な
る
。
通
常
で
あ
れ
ば
こ
れ
に
よ
り
、

マ
ン
ゲ
タ
イ
は
江
准

h
而
の
軍
事
的
権
限
を
失
う
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
コ
と
こ
ろ
が
、
こ
の
と
き
マ
ン
グ
タ
イ
は
、
江
准
行
省
管
轄
ド
の
三
七
翼
万
戸



府
の
う
ち
海
軍
を
含
む
三
つ
の
万
戸
府
を
独
断
で
祈
建
に
移
す
o

E

冗
史
』
巻
九
九
兵
志
一
鎮
成
宅
一
川
一
七
年
一

凶
同
氏
)
に
次
の
よ
う
に
い
う
。

月
の
条
(
一
七

江
准
省
下
の
万
戸
肘
軍
を
調
し
て
福
建
に
鎮
成
せ
し
む
。
十
月
、
江
准
行
省
百
え
ら
く
「
是
よ
り
先
、
丞
相
伯
頗
お
よ
び
元
帥

阿
庇
阿
格
海
ら
行
省
を
守
る
時
、
各
路
の
置
軍
鎮
成
は
、
地
の
軽
重
を
机
、
而
し
て
之
が
多
寡
を
為
す
も
、
厭
後
は
忙
I
U相
府

之
に
代
わ
り
、
犬
山
く
兵
の
法
を
更
え
、
将
記
士
羊
を
易
情
し
、
殊
に
其
の
宜
し
き
を
失
う
っ
今
福
建
の
篠
械
は
己
に

γ
ら
ぎ
、
惟

花車H初期0)南治貿易と行官

に
湖
東
道
の
み
、
地
は
辺
悪
を
極
め
、
以
の
巣
穴
す
る
所
た
れ
ば
、
複
た
三
万
一円
を
還
し
以
て
之
に
鎮
守
す
る
を
請
、
つ
つ
合
刺

惜
の
一
軍
は
沿
海
・
明
〔
州
〕

台
〔
州
〕
を
成
り
、
亦
怯
則
一
の
軍
は
出
〔
州
〕

処
〔
州
〕
を
成
り
、
札
忽
帯
の
一
軍
は
紹

仙

m
ハ
・
秋
以
州
を
成
る

n:L

(
合
刺
帝
)

の
沿
海
万
戸
府
の
海
軍
で
あ
っ
た
r

こ
の
カ
ラ
タ
イ
の
海
軍
を
も

H
山
に
動
か
す

つ
の
万
円
の
ひ
と
つ
は
、

カ
ラ
タ
イ

」
と
が
で
き
た
マ
ン
グ
タ
イ
は
、
百
十
一
川
二
同

(
一
八
七
)
年
か
ら
か
れ
が
没
す
る
一
七
年
に
か
け
て
、
中
同
東
南
部
近
海
に
絶
大
な

軍
事
的
支
配
力
を
及
ぼ
し
え
た
で
あ
ろ
う
っ

マ
ン
グ
タ
イ
に
よ
る
万
戸
的
の
移
動
の

H
的
・
意
図
は
、
こ
の
と
き
の
マ
ン
ゲ
タ
イ
を
め
ぐ
る
人
事
か
ら
刊
察
で
き
る
つ
忙
日
ル
ム
日
伝

に
よ
れ
ば
、
こ
の
年
、
至
冗
一
七
(
一
九
心
)
刊
に
、
江
凶
行
省
の
ア
ウ
ル
ク
チ
が
不
適
任
で
あ
る
こ
と
(
「
ボ
称
職
」
)
を
理
由
に
、

マ
ン
グ
タ
イ
が
江
丙
に
出
向
し
て
い
る

[
大
島
一

C
C
一一.

一
九
]
。
同
時
に
、
例
建
行
省
が
廃
止
さ
れ
、
れ
凶
行
省
に
付
属
す
る
こ

と
と
な
っ
た
u

こ
れ
は
大
島
氏
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
福
建
経
略
を
担
っ
た
マ
ン
グ
タ
イ
の
什
准
か
ら
江
山
へ
の
移
動
に
伴
、
つ
措
置
で

39 

あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
丈
脈
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、

マ
ン
グ
タ
イ
が
江
西
に
移
る
に
当
た
っ
て
白
分
の
管
卜
に
そ
の
ま
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ま
入
る
千
定
の
福
建
に
江
推
方
面
の
市
川
を
移
す
こ
と
で
、
況
と
通
じ
る
福
建
に
一
定
の
海
軍
力
を
保
持
す
る
犯
い
が
見
え
て
く
る
。

」
れ
は
、

マ
ン
グ
タ
イ
の
福
建
近
海
の
海
上
ル

l
ト
、
と
り
わ
け
泉
州
の
海
外
貿
易
へ
の
よ
配
力
を
さ
ら
に
日
め
る
効
果
を
も
っ
コ

お
そ
ら
く
れ
西
行
省
に
移
っ
た
あ
と
も
沿
海
部
に
お
け
る
勢
力
、
と
く
に
南
海
貿
易
の
拠
点
で
あ
る
泉
州
・
福
建
近
海
支
配
を
維
持

し
た
い
と
版
、
つ
マ
ン
グ
タ
イ
は
、
泉
州
に
お
け
る
精
力
炭
の
海
卜
勢
力
の
存
在
を
当
然
志
識
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
η

先
の

『元
史
』
打(

志
二
鎮
成
の
れ
准
行
省
の
建
↓
一
円
で

マ
ン
グ
タ
イ
の
独
断
に
よ
る
万
戸
府
軍
配
置
変
更
が
批
判
さ
れ
、

今
万
戸
山
川
を
梧
建
か
ら
担
問
点

h
而
の
海
岸
に
戻
す
よ
う
提
起
さ
れ
た
際
、
そ
の
即
山
と
し
て
、
「
今
福
建
の
盗
賊
は
己
に
平
ら
ぎ
・
:
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、

コ

H
戸
の
軍
が
、
相
建
に
駐
屯
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
治
安
上
の
理
山
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
〔
こ
の
時
期
、
蒲
寿
炭
の
活
動
は
係
認

で
き
な
い
が
、
海
し
い
軍
事
長
団
と
し
て
の
勢
ね
は
有
し
て
い
た
と
お
も
わ
れ
、
こ
れ
に
対
す
る
牽
制
に
マ
ン
グ
タ
イ
は
一
万
戸
の
軍
を

必
要
と
し
た
の
で
は
な
い
か
内

」
う
し
た
も
く
ろ
み
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

マ
ン
グ
タ
イ
の
福
建
近
海
に
お
け
る
影
響
力
行
使
は
ま
も
な
く
終
鴬
を
迎
え
る
c

ち
ょ
う

ど
れ
晶
…
公
楠
に
よ
っ
て
マ
ン
グ
タ
イ
ら
の
不
正
な
臨
検
が
訴
え
ら
れ
た
の
と
同
じ
至
川
一
八

」
れ
に
と
も
な
い
主
冗
二
八
作
八
月
、

(
二
九
二
年
、
サ
ン
ガ
が
失
脚
す
る
。

マ
ン
グ
タ
イ
が
そ
の
う
ち
ひ
と
つ
一
の
万
戸
を
統
括
し
て
い
た
漕
運
一

H
戸
的
も
廃
止
さ
れ
る
。

マ
ン
グ
タ
イ
口
身
も
百
十
川
二
七
年
に
は
す
で
に
れ
丙
行
省
に
移
っ
て
す
ぐ
に
没
し
、

マ
ン
グ
タ
イ
の
海
市
力
を
背
景
に
し
た
市
舶
司
業

務
へ
の
介
入
は
こ
れ
に
よ
り
終
忘
し
た
。
(
事
例
川

の
マ
ン
グ
タ
イ
・
沙
不
J
の
市
舶
司
業
務
へ
の
介
入
を
名
指
し
で
訴
え
る
上
巾

が
山
さ
れ
た
の
は
、
サ
ン
ガ
も
マ
ン
グ
タ
イ
も
去
っ
た
後
の
こ
と
で
あ
る
r



元
朝
初
期
の
福
建
と
交
差
す
る
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン

こ
こ
ま
で
は
、

マ
ン
ゲ
タ
イ
の
軍
事
的
勢
h

心
か
ら
、
そ
の
海
ト
貿
易
関
守
の
背
景
を
考
察
し
て
き
た
が
、
実
は
、
か
れ
の
治
動
は
、

全
く
利
己
的
な
専
横
と
い
う
わ
け
で
も
な
く
、

カ
ア
ン
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
し
て
の
而
も
垣
間
見
ら
れ
る
c

ま
た
、

マ
ン
グ
タ
イ
の

海
上
貿
易
関
ラ
の
背
後
に
は
、
尚
装
集
川
の
経
済
的
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
関
わ
り
も
想
定
さ
れ
る
仁
そ
こ
で
次
に
、

マ
ン
グ
タ
イ
の

海
上
貿
易
と
の
か
か
わ
り
、

か
れ
の
人
的
コ
、
不
ク
シ
ョ
ン
を
探
っ
て
み
た
い
。

花車H初期0)南治貿易と行官

(
ご
ク
ビ
ラ
イ
の
直
属
の
臣
下
と
し
て
行
う
謁
見

ま
ず
、

マ
ン
グ
タ
イ
と
ク
ビ
ラ
イ
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
刊
日
し
て
み
た
い
。

マ
ン
グ
タ
イ
を
八
円
む
カ
ア
ン
の
巨
下
が
任
務
の
区
切
り

と
と
も
に
行
っ
て
い
た
カ
ア
ン
へ
の
謁
見
に
、
そ
の
手
が
か
り
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
仁
こ
の
謁
見
は
、
『
冗
史
L

で
は
「
人
規
」
「
入

見
L

「
入
朝
し
な
ど
と
記
さ
れ
る
。
通
常
、
直
接
カ
ア
ン
に
会
い
、
直
接
、
功
績
を
労
、
つ
戸
を
か
け
ら
れ
、
称
え
ら
れ
新
た
な
宵
位
を

授
け
ら
れ
た
り
、
卜
脳
を
受
け
た
り
、
慰
労
の
宴
が
催
さ
れ
た
り
す
る

寸
賜
瓦
」
)
こ
と
が
多
い
コ
か
れ
ら
は
カ
ア
ン
の

H
Aと
し
て

逮
地
に
あ
り
、
「
入
鋭
」

の
際
に
は
し
ば
し
ば
任
地
に
つ
い
て
の
詳
細
な
情
報
を
由
接
カ
ア
ン
の
耳
に
入
れ
て
い
る
つ

こ
の
よ
う
な

H
物
を
伴
、
つ
カ
ア
ン
へ
の
謁
見
は
、

『集
史
』
で
は

E
E
E
H
P
と
い
う
ト
ル
コ
話
起
源
の
語
で
表
さ
れ
る
行
為
に
吋
た

る
で
あ
ろ
う
c

本
田
寅
信
に
よ
れ
ば
、
っ
集
史
』
に
現
れ
る

J
J
r
d
F』
〉
呂
田
H

又
は
戸
一
戸
』
こ
〉
呂
田
H
)

と
綴
ら
れ
る
話
は

モ
ン

ゴ
ル
品
川
h
c
z
m
1
5己
目
白
〈
若
ふ
丁
に
謁
見
す
る
〉
に
由
来
す
る
と
い
、
つ
巴

C
2
H
2
説
が
妥
当
で
あ
る
と
い
い
、

集
史
'
中
の
用
例
に

11 

基
づ
き
な
が
ら
、
ご
」
の
請
が
単
に
降
伏
者
の
謁
見
の
み
な
ら
ず
、
諸
土
・
臣
下
の
帝
ー
土
に
対
す
る
謁
見
を
も
窓
味
し
、

さ
ら
に
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E
-
Y
E
E
が
モ
ン
ゴ
ル
特
有
の
慣
習
・
儀
式

(
p
d
E
)
で
あ
り
、
科
謁
者
は
贈
物
を
献
卜
し
、
こ
れ
に
対
し
て
若
、
土
は
恩
賜
を
施
す

も
の
で
あ
っ
た
」
と
い
う
[
本
同
一
九
九

四
一
二
山
一
川
]

n

こ
の
よ
う
な
行
為
を
通
じ
て
、
前
線
の
モ
ン
ゴ
ル
将
軍
と
カ
ア
ン
の
個
人
的
結
合
が
確
認
さ
れ
維
持
さ
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
地

ん
で
権
力
を
振
る
っ
て
い
た
マ
ン
グ
タ
イ
も
、

じ
つ
は
こ
う
し
た
行
為
を
通
じ
て
カ
ア
ン
へ
の
忠
誠
を
一
小
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
じ
百
十

克
二
年
、
大
都
大
明
般
に
て
明
賀
が
行
わ
れ
た
際
、

マ
ン
グ
タ
イ
が
ク
ピ
ラ
イ
に
点
珠
百
斤
を
献
上
し
た
こ
と
も
そ
の
一
例
で
あ
ろ

う
(
事
例
一
て
ま
た
、
モ
ン
ゴ
ル
市
に
よ
る
広
州
の

γ
定
が
終
了
し
た
至
元
一
五
年
、

マ
ン
グ
タ
イ
の
ほ
か
、
白
家
奴
、
峻
都
が
次
々

と
制
別
に
カ
ア
ン
に
入
見
し
て
い
る
の
も
同
様
で
あ
り
、

の
ち
に
福
建
行
省
首
脳
と
な
り
、
ジ
ャ
ワ
遠
征
に
従
事
し
た
高
興
・
亦
黒
迷

一お一

ク
ピ
ラ
イ
の
も
と
に
入
観
し
た
さ
い
に
、
江
市
や
『
国
海
の
物
広
を
献
し
い
し
て
い
る
。

失
も
、(

二
)
中
央
/
辺
縁
の
人
的
紐
帯

福
建
を
中
央
と
結
び
つ
け
る
「
人
的
紐
帯
」

の
種
類
は
、

カ
ア
ン
と
同
下
の
よ
う
な
縦
の
閃
係
だ
け
で
な
く
、
血
縁
や
商
業
上
の
仲

間
な
ど
多
種
多
様
な
繋
が
り
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
ヘ

さ
き
に
、
至
冗
一
五
年
以
降
、
福
建
に
お
い
て
、
唆
都
と
そ
の
了
の
白
家
奴
、
H

巾
よ
な
庚
と
そ
の
了
の
浦
師
文
と
が
、
泉
州
行
省
首
脳

や
福
建
道
宣
岡
山
使
と
な
っ
て
海
外
招
諭
に
従
事
し
て
お
り
、
阿
者
の
コ
、
一
ネ
夕
、
ン
ョ
ン
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
こ
と
に
触
れ
た
f

こ
う
し
た

凶
一
組
織
内
あ
る
い
は
連
携
す
る
組
織
問
に
お
け
る
血
縁
の
紐
仙
は
、
強
固
な
同
結
と
組
織
力
を
発
問
押
し
た
で
あ
ろ
う
c

こ
、
つ
し
た
血

縁
の
紺
帝
は
、
マ
ン
グ
タ
イ
が
「
祈
建
行
省
」
か
ら
「
江
沿
行
省
」
へ
移
っ
た
際
に
、
兄
の
ジ
ヤ
ラ
イ
ル
タ
イ
が
福
建
都
転
運
使
に
な
っ

て
い
る
こ
と
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
、
遠
距
離
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
結
び
つ
け
る
機
能
も
も
っ
た
。



貿
易
港
泉
州
を
擁
す
る
福
建
に
モ
ン
ゴ
ル
政
権
と
結
び
つ
い
て
展
開
し
て
い
た
商
業
集
同
と
の
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
も
無
視
で
き
な
い
。

制
建
で
は
多
く
の
非
浪
人
宵
僚
が
任
則
さ
れ
て
い
た
が
、
特
に
市
舶
司
転
運
司
と
い
っ
た
貿
易
海
税
関
係
の
機
関
に
は
イ
ス
ラ
ム

名
を
も
っ
官
人
の
割
合
が
高
く
、
官
人
で
あ
り
川
時
に
凶
人
で
も
あ
る
「
亦
官
亦
商
」
の
ム
ス
リ
ム
宵
人
が
徴
税
輸
送
に
深
く
か
か
わ
っ

て
い
た
と
み
ら
れ
る

[
頼
一
九
八
八
、
向
一

0
0
九
]
門
前
帝
で
触
れ
た
沙
不
J
ー
と
の
結
託
関
係
は
、

マ
ン
グ
タ
イ
も
こ
う
し
た

亦

ロ
亦
陥
」

の
内
陸
ア
ジ
ア
出
身
者
た
ち
と
畳
縁
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
る
c

一
方
で
、

た
び
た
び
触
れ
た
よ
う
に
マ
ン
グ
タ
イ
は
、
阿
じ
く
福
建
を
拠
点
に
海
上
貿
易
・
海
外
招
諭
な
ど
の
活
動
を
展
開
し
た
峻

花車H初期0)南治貿易と行官

都
と
結
び
つ
い
た
浦
寿
炭
の
交
易
網
と
は
川
総
合
し
て
い
た
よ
う
に
み
え
る
つ

モ
ン
ゴ
ル
政
権
と
ム
ス
リ
ム
商
業
勢
力
の
結
び
つ
き
が
指

抗
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
結
合
は
枚
特
の
も
の
で
は
な
く
、
複
数
の
コ
、
ネ
ク
シ
ョ
ン
が
並
立
し
て
い
た
と
い
う
の
が
実
態
に
近
い
だ

ろ、っ。(
三
)
行
省
官
人
ら
の
貿
易
経
営

(
事
例
三
)
に
お
い
て
、

マ
ン
ゲ
タ
イ
が
点
珠
一

C
O斤
を
ク
ビ
ラ
イ
に
献
上
し
た
が
、
こ
れ
は
福
建
行
省
の
長
で
あ
っ
た
聞
に
、

貯
え
た
舶
来
品
の
一
部
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る

阿
川
市
一

0
0
ハ
一
一
四
阿
]
。
(
事
例

で
も
、

マ
ン
グ
タ
イ
が
至
冗
一
心

年
時
点
で
は
白
分
の
職
務
で
も
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
舶
商
た
ち
の
貿
易
の
実
態
に
つ
い
て
の
報
告
を
行
い
え
た
こ
と
と
併
せ
て
考

え
る
な
ら
、

マ
ン
ゲ
タ
イ
口
身
が
私
的
に
交
易
に
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
も
向
い
c

そ
し
て
じ
っ
は
、
冗
朝
の
山
舶
貿
易
に
閲
す
る
胤
定
に
行
省
な
ど
の
官
人
が
私
的
に
貿
易
を
行
う
こ
と
自
体
が
則
停
に
禁
じ
ら
れ
た

13 

形
跡
は
な
い
。
こ
こ
で
時
期
は
少
し
卜
る
が
、

h

大
元
酔
1

政
国
朝
典
章
』

ゴ
戸
部
八
山
舶
寸
市
舶
則
法
一
十
俄
」
が

(

h

r

前
九
章
』
)



H 

手
が
か
り
と
な
る
ロ

議
し
た
と
こ
ろ
、
貿
易
船
が
行
く
地
方
の
行
省
や
行
泉
府
副
や
市
舶
司
や
権
貴
高
官
軍
の
商
船
は
規
『
足
ど
お
り
に
抽
分
(
納
税
)
せ

ず
、
勢
力
を
山
況
に
着
て

(
積
荷
を
)
隠
蔽
し
て
弊
合
と
な
っ
て
い
る
っ
こ
の
た
め
至
一
川
今
今
十
年
(
一
一
九
一
)
凶
月
十
一
日
に
必

上
し
た
事
項
の
巾
の
刊
に
「
行
省
の
白
人
ら
、
行
泉
府
司
の
官
人
ら
、
山
舶
司
の
官
人
ら
そ
の
他
い
か
な
る
一
口
人
ら
、
権
比
富

栄
に
か
か
わ
ら
ず
、
目
前
の
船
で
凶
売
に
出
か
け
た
場
合
、
白
削
ら
の
税
法
に
照
ら
し
て
納
税
さ
せ
よ
。
隠
蔽
し
て
徴
税
さ
せ
な

い
場
合
は
、
そ
れ
が
誰
で
あ
っ
て
も
、
告
発
が
あ
っ
た
ら
、
そ
の
積
荷
は
す
べ
て
没
収
す
る
じ
官
民
身
分
の
者
に
つ
い
て
は
厳
重

に
罪
過
を
追
及
し
、
職
務
を
解
任
し
、
そ
の
没
収
し
た
物
品
の
う
ち
三
分
の
一
を
告
発
苫
に
賞
と
し
て
与
え
て
は
ど
う
か
っ
し
と

協
議
し
て
奏
卜
し
た
と
こ
ろ
、
「
よ
ろ
し
い
っ
擬
定
の
よ
う
に
せ
よ
。
」
と
聖
旨
が
あ
っ
た
の

こ
の
よ
う
に
、
三
巨
人
し
ら
が
私
的
に
貿
易
を
行
、
っ
と
き
に
は
、
「
白
剤

L
I
-
-
般
の
商
人
ー
ー
と
同
総
に
徴
税
(
抽
分
)

が
行
わ
れ

る
こ
と
を
定
め
て
い
る
が
、
私
的
な
貿
易
活
動
そ
の
も
の
を
存
定
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
ロ
し
か
も
、
「
官
人
」
ら
や
在
地
の
有
力

層
(
梓
豪
勢
要
)
が
き
ち
ん
と
徴
税
を
行
う
べ
き
こ
と
を
こ
と
さ
ら
強
調
し
て
い
る
と
こ
と
か
ら
見
て
、

か
れ
ら
が
往
々
に
し
て
そ
の

勢
力
を
傘
に
右
て
納
税
を
行
わ
な
か
っ
た
と
与
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

最
後
に
、
本
稿
で
述
べ
て
き
た
こ
と
を
、

マ
ン
グ
タ
イ
の
「
海
上
勢
ル
」

の
実
態
と
花
朝
初
期
の
南
海
貿
易
の
実
態
と
い
う
ふ
た
つ

の
観
点
か
ら
整
即
し
て
み
た
い
コ



ま
ず
、

マ
ン
ゲ
タ
イ
「
海
上
勢
力
」
に
つ
い
て
は
、

マ
ン
グ
タ
イ
の
沿
海
部
に
お
け
る
市
事
力
と
そ
の
実
力
を
背
呆
と
し
た
福
建
へ

の
勢
力
伸
張
が
み
ら
れ
、
兄
ジ
ャ
ラ
イ
ル
タ
イ
の
柄
建
等
処
海
課
市
舶
都
転
運
司
の
U
R
へ
の
就
任
二
族
の
紐
帯
)
も
、
親
族
の
コ
、
不

ク
シ
ヨ
ン
に
よ
る
南
海
貿
易
へ
の
影
響
ル
維
持
の
あ
ら
わ
れ
と
と
ら
え
ら
れ
る
。

い
っ
ぽ
う
で
ク
ビ
ラ
イ
は
怯
醇
の
メ
ン
バ
ー
ら
を

エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
と
し
て
常
国
辺
縁
の
貿
易
港
を
擁
す
る
福
建
に
送
り
込
み
、
中
央
に
よ
る
交
易
文
配
を
強
化
し
て
い
た
。
人
規

-
H下

の
礼
を
行
っ
て
い
た
マ
ン
グ
タ
イ
も
カ
ア
ン
の
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
の
ひ
と
り
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
《
冗
朝
初
期
、
行
省
な
ど
の
官
人
の

私
的
交
易
が
禁
リ
さ
れ
て
は
い
な
い
こ
と
か
ら
、
彼
自
身
が
貿
易
に
関
わ
っ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
の

花車H初期0)南治貿易と行官

次
に
、
五
朝
初
期
の
南
海
貿
易
を
い
か
に
拠
え
る
か
に
関
し
て
は
、
筆
者
は
こ
れ
ま
で
、
南
米
末
期
の
泉
州
に
お
い
て
市
舶
提
挙

仰
山
撫
使
と
い
う
表
向
き
の
f
H
制
の
裏
に
あ
る
貿
易
尚
人
H

巾
寿
庚
の
私
的
勢
力
や
冗
朝
初
期
の
南
海
招
諭
・
南
海
経
略
に
動
員
さ
れ
て
い

た
軍
同
や
ロ
ー
カ
ル
な
コ
、
不
夕
、
ン
ヨ
ン
と
い
っ
た
、
表
層
的
な
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
構
造
の
裏
に
働
く
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
的
関
係
に
着
は

L

て
き
た
c

本
稿
で
も
、
一
川
明
下
の
福
建
は
複
数
の
チ
ャ
ン
、
ネ
ル
に
よ
り
中
央
と
繋
ぎ
と
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
、

カ
ア
ン
の
貿
易
支
配
と

い
う
名
目
下
で
さ
ま
さ
ま
な
集
同
の
併
利
活
動
が
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
n

こ
の
よ
う
な
、
外
見
的
に
は
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
構
造

の
交
易
支
配
体
制
の
も
と
で
も

一
枚
岩
で
は
な
く
様
々
な
主
体
が
交
易
に
関
守
で
き
た
南
海
貿
易
の
実
態
は
寸
モ
ザ
イ
ク
」
に
醤
え

る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
川
町
所
的
に
み
る
と
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
/
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
と
い
う
同
凡
な
る
色
彩
の
入
り
混
じ
っ
た
「
断
片
」

が
無
秩
序
に
組
み
合
わ
さ
っ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
全
体
と
し
て
ひ
と
つ
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
構
造
と
い
う
「
絵
」
を
構
成
し
て
お

り
、
符
種
の
人
的
コ
、
不
ク
シ
ョ
ン
が
紐
帯
と
な
り
こ
れ
を
強
力
に
支
え
て
い
る
c

さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
元
朝
刊
刈
の
各
種
の
結
び
つ
き
に
支
え
ら
れ
た
海
上
貿
易
を
め
ぐ
る
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
的
支
配
構
造
と
い
う
視
点

15 

は
、
前
後
の
時
代
と
の
繋
が
り
を
整
合
的
に
理
解
す
る
う
え
で
も
有
効
で
あ
る
。
米
代
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
な
貿
易
形
態
と
し
て
の
朝
国
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貿
易
に
対
し
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
貿
易
形
態
と
し
て
の
市
舶
司
貿
易
が
優
越
す
る
傾
向
に
あ
っ
た
の
が
、
明
初
に
な
る
と
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

な
朝
貢
貿
易
に
一
本
化
さ
れ
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
貿
易
が
制
限
さ
れ
る
(
「
海
禁
」
)
コ
両
代
に
は
さ
ま
れ
た
冗
朝
期
は
、
国
家
聞
の
オ
フ
ィ

、
ン
ヤ
ル
な
貿
易
船
同
の
往
米
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な
貿
易
活
動
が
混
荘
す
る
一
方
、
時
期
に
よ
っ
て
は
私
貿
易
を
制
限
し
官
常
独
占
貿
易

を
行
う
な
ど
、
明
代
に
繋
が
る
要
素
を
も
っ
過
渡
期
で
あ
っ
た
じ
そ
の
意
味
で
、
一
川
朝
期
独
特
の
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
的
交
易
支
配
強
化
は
、

万
い
に
切
り
離
さ
れ
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
各
時
代
の
海
卜
貿
易
像
を
接
合
す
る
可
能
性
を
も
っ
諭
白
'
で
あ
る
と
い
え
よ
、
つ
c
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「
子
供
代
の
ト
巾
舶
叶
及
び
市
舶
条
例
」

固以

洋

学

報

"

七

二

九

七

)

五

九

j

一同
i

ハ
貝
(
再
録
一
勝
同
戦
八

副市
川
両
交
渉
山
に
の
研

究
南
海
篇
池
内
宏
(
編
)
(
凶
合
刊
行
会
)
九
同
一
八

j

一
九
八
百
)

本
出
計
信

『モ
〆
ゴ
ル
吋
代
史
研
究
』
(
点
以
大
子
出
版
会
)
一
九
九

前
田
青
山
「
克
明
行
析
の
成
立
過
程
」
川
九
月
J

雑
誌
"
五
六
六
(
九
四
五
)

一

札

七

一

凶

五

1
一
心
一
頁
)

向
Tr
樹
「
蒲
寿
庚
半
半
集
同
と
モ
〆
ゴ
ル
海
I
勢
h
M
のム日川原」

a
止
洋
学
報
ー

五
八
頁

一
1
七
頁
(
前
同
l

且
典

a
克
明
史
の
研
究
"
(
点
以
大
川
J

出
版
会
)

17 

八
九
三
(
一
心
。
仁
)
六
七
{
九
五
頁



18 

ハ
(
心
。
八

|
|
|
「
ク
ピ
ラ
イ
胡
初
期
南
海
相
諭
の
火
像
|
|
山
及
川
に
お
け
る
軍
事
・
父
易
生
凶
と
コ
ネ
ク
ン
ヨ
ン
」

『東
五
月
J

』

七
l
一
四
五
頁

|
|
|
「
モ
ン
ゴ
ル
治
十
栴
建
沿
海
却
の
ム
ス
ワ
ム
官
人
同
」
“
ア
ラ
ブ
イ
ス
ラ
ム
研
究
』
じ
(
一

C
C
九
)
じ
九

1
九
回
目

い
判
卜
正
一
「
一
川
初
に
お
け
る
転
戦
万

μ設
置
の
号
事
に
つ
い
て
」
E

東
方
午
報
(
東
山
)
一
二
札
問
。
)
一
凶
八

1
三
h
九
頁

|
|
|
「
一
正
朝
に
於
け
る
民
府
凶
と
怜
脱
」
寸
車
ん
学
報
ー
一
(
九
四
一
)
一
四
一
一
一

1
一
九
六
貞
(
再
録

a
モ
〆
ゴ
ル
帝
国
史
研
究

問
書
一周
)
一
九
九
三
玉
川

1
九
六
頁
]
)
.

凶

H
巾
康
博
「
冗
胡
宮
廷
に
お
け
る
交
易
と
廷

U
東
凶
」
早
稲
川
よ
学
よ
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
f

凶
玉
川
二
九
九
九
)
一
一
一

l
一
h
貞

|
|
|
「
冗
刺
市
海
交
易
経
骨
考
|
|
文
書
行
政
と
銭
貨
の
流
れ
か
ら
」

『九
州
大
学
東
洋
事
一
軍
ー
阿
(
一

C
C
六
)
一
一
一

1
一
h
t
ハ
頁

[
中
文
]
(
ピ
ン
イ
ン
順
)

高
栄
時
「
冗
代
海
外
貿
易
的
管
埋
機
構
」

E
Z
史
論
叢
七
(
一
札
九
九
)
八
七

1
九
?
八
百
八

刺
存
叫
「
冗
代
凶
阿
商
人
的
活
動
及
其
特
白
」

『半
夏
社
会
科

wγ

一
九
八
八
一
(
一
九
八
八
)
七
J

一三
H

A

ア
治
安
可
冗
代
政
治
制
度
研
究
』

(
人
民
出
版
社
)
一
心
。

|

|

|

一

0
0
0

行
省
制
度
研
究
(
南
閃
ん
学
山
版
社
)
一

G
O
O
-

河骨
R

八
世
担
「
冗
柏
建
行
省
建
置
治
平
寺
」
ポ
円
」
一
H
半
月
刊
一
一
一
(
一
九
=
四
)
一
一
ijt

問
頁

呉
幼
稚
「
冗
代
泉
州
八
次
設
作
輿
論
寿
ほ
任
泉
州
行
中
川
干
草
政
事
考
」

F
拍
建
論
用
'

(
丈
史
析
版
)
一
九
八
人
(
凶

4
)
(
一
九
八
八
)
四
一
一
一

1

同
六
頁
.

高
砕
慶
「
蒙
一
ル
水
車
之
興
起
与
ま
末
時
争
」
寸
法
手
研
究
』
八

一

(

九

九

ハ

〉

)

七

七

1
一
C
C
H

[
欧
文
]
(
A
R
C
順
)

国
間
泣
き
ヨ
(
)
『
バ

A
F
-
-ぬ
1
M
ゴ
除
、
d
N
K
N
E
ミ
同
旬
、
G
E
g
詮
室
内
、
N
N
。
刊
早
内
}
d
h
R
N
誌
己
申
ゼ
ミ
R
N
丸
山
屯
(
〔
，C
ロ
ロ
2
-
o
同
開
山
王
〉
白
山
口
印
E
E月
mT
国

R
d
R
弓
【
山
口
E
J
1
2
2
q
)

E
4∞
 

百
合
〔
}
シ
コ
2
5
コ
可
貯
垣
内
、
N
Z
h
旬
、
ふ
と
た
N
W
N
E
w
m
w
込
均
、
。
¥
〔
U
R
3
N
刊
誌
、
2
m
w
~
人
同
U
C
H
G
可
。
(
寸
川
岸
-
n
u
d
コ
-
d
'
u
コ
ル
-3可可Hinゆ
Z
Z
)

↑一定∞

出
ピ
ロ
ぬ
口
戸
ロ
ね
1
4
Z
T
ロ
σ一
戸
へ
E
丘
唱
】
「
2
2
m
川
句
。
〈
⑦
門
印
。
m
z
叶
】
「
E
r
E
h
E
E
w
m
m
山
田
拐
さ
門
司
泊
。
2
丘
町
立
~
。
君
、
お
注
目
立
色
町
内
ヨ
ミ
室
内
、
、
足
立
時
0
2
2
N
N

足
止
お
お
初
で
へ
)
h
h
n
N
ミ
H
M
-
k
m
R
送
(
円
何
n
3
r
H
ν
H
m
w
f
p
ρ
=
角
島
内
m
Z
E
ニ
伶
如
何
一
戸
戸
島
内
抗
司
E
1
5
)
E
E
勺
勺

N
E
回
目

風



主
(
l
)

父
易
の
時
代
」
や
「
h
市
体
制
」
に
つ
い
て
は

[
P
E

構
造
に
つ
い
て
は
[
ア
ブ
I
H
ル
ゴ
ド

C
C
一
他
ハ
参
照
c

(
2
)

一

ぶ

史

巻

三

忙

冗

台

伝

(

中

華

古

河

本

、

三

八

六

一

九

心

貞

】
以
下
「
忙
冗
台
伝
」
と
略
称
)
お
よ
び
[
堤
九
九
一
]
参

出…
J

火
国
小
川
赤

(EC
吉
見
町
づ
箭
を
借
ぴ
る
占
)
は
[
匡
白
川

5
5叶∞

84
出
。
一
参
問
、
一

(
3
)

“
一
正
史
"
在
九
九
兵
T
h

宿
衛
の
久
本
(
一
ム
今
一

O
R
)
お
よ
び
[
『
『
Z
E
e
-
e
a
]
き
]
に
よ
る
一
侍
衛
親
車
に
つ
い
て
は
[
井

μ

九
八
、

池
内
一
九
八
阿
]
参
照
円

(
4
)

忙
バ
ム
川
伝
(
三
八
六
頁
)
(
主
一
正
)
八
午
、
改
部
州
新
甲
葉
山
高
日
「
、
人
前
本
甲
丁
高
山
南
岸
勺
」
モ
ン
ゴ
ル
ル
小
山
中
の
成
り
げ
ち
に
つ
い

て
は
い
掛
川
九
九

C
]
を
参
出
J

(-a)

「
川
ナ
宋
録
』
至
一
川
一
一
年
l

一
川
丁
亥
の
条
「
追
川
三
E
徹
児
万
一
門
家
1
川
タ
年
部
本
軍
数
千
巡
姉
太
湖
」
同
じ
く
一
川
乙
廿
の
条
「
止
、

退
治
主
虎
・
忙
冗
亨
乗
民
艦
会
阿
刺
帽
丁
・
名
川
主
伯
作
寸
取
湖
州
コ
」

(

6

)

J

日
比
史
"
巻
九
世
相
本
紀
六
至
一
川
一
凶
年
九
月
の
条
(
九
一
員
)
「
炭
反
、
指
往
訂
省
以
本
土
存
立
彊
境
、
調
都
督
忙
日
地
帯
・
招
副
川

興
領
百
九
討
之
」
υ

闘
広
よ
都
督
忙
冗
帝
(
マ
ン
グ
タ
イ
)
・
相
討
仙
川
興
を
指
押
下
に
お
く
こ
の
福
山
比
行
者
」
と
は
、
ギ
克
一
一
(
一
一
七
六
)

年
頃
か
ら
謝
れ

l
福
建
経
略
を
行
い
、
判
官
の
肩
書
き
で
あ
る
芹
丞
を
借
び
た
華
正
州
宗
一
ル
三
午
七
月
よ
り
)
・
嗣
刺
牢
(
ム
ム
一
正
一
四
年

ー
ハ
月
よ
り
)
を
指
す
だ
ろ
、
つ
(
『
克
史

'
G
一
川
八
阿
刺
雫
伝
、
三
一
凶
八
百
、

ア
不
史
'
巻
川
七
編
同
公
本
紀
民
炎
克
(
二
七
六
)
年

一
月
の
条
、
九
同
一
耳
、
E

冗
史
「
巻
九
世
祖
本
紀
r
ハ
ギ
冗
一
一
一
午
七
川
丙
反
の
条
、
八
阿
貝
、
同
主
一
バ
四
年
六
月
丁
亥
の
条
、
一

九

民

)
c

い
っ
ぽ
う
福
建
北
部
で
は
、
福
建
路
宣
慰
使
-
行
征
市
部
冗
帥
唆
都
と
そ
の
子
制
討
使
宵
象
奴
ら
が
経
附
を
進
め
て
い
た
(
『一ル史

巻
九
世
相
本
記
六
至
耳
目
年
九
月
の
条
、
九
二
頁
)
じ
峻
都
は
タ
チ
ュ
の
極
下
に
あ
っ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
[
丈
島

C
C
一

レ
い
」

(
7
)

百
冗
一
凶
年
時
点
で
の
耐
告
の
府
哲
き
か
ら
は
、
マ
ン
グ
タ
イ
と
捕
#
庚
と
が
統
属
関
係
に
あ
る
よ
う
に
み
え
る
(
表
参
照
)
。
こ
れ
は
紺

寿
庇
が
は
じ
め
マ
ン
グ
タ
イ
と
同
じ
軍
凶
の
董
丈
灼
に
投
降
し
た
か
ら
で
あ
る
G

だ
が
す
ぐ
に
泉
州
が
南
米
軍
に
包
凶
さ
れ
孤
I

止
し
た
た
め
、

マ
ン
グ
タ
イ
と
尖
際
に
連
携
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
市
宋
軍
撤
退
後
、
蒲
寿
成
は
江
阿
行
宵
参
知
政
事
に
な
り
、
唆
都
と
粘
什

し
、
京
市
沿
海
部
干
定
時
も
唆
都
と
行
動
を
と
も
に
し
て
い
る
[
向
一
口
一
心
七
日
八
問
、
一

C
O
八

九

]

。

九
八
八
、
お
井
一

C
C
問、

上
回
二

C
C
五
他
]
、

四
世
紀
の
交
易

花車H初期0)南治貿易と行官19 



5口

(
8
)

一
ぶ
史
巻
九
阿
食
貨
志
巾
舶
の
条
(
二
凶

O

頁
)
「
於
是
ギ
河
川
干
、
立
市
船
司
於
泉
州
h

令
忙
1
U
僻
領
之
レ
リ
山
舶
計
三
於
慶

冗
・
卜
海
・
椴
浦
、
令
福
佐
官
撫
他
楊
発
智
之
。
毎
歳
招
集
舶
肉
、
於
菩
邦
博
品
珠
・
翠
・
香
貨
守
物
、
及
次
年
創
帆
、
依
例
抽
跡
、
然
後
聴

社
ハ
貨
売
-
」

(
9
)

蒲
帥
丈
の
官
峨
は
、
清
の
丁
午
E

城
北
天
而
宮
志
』
断
朝
致
祭
羽
山
品
川
(
武
朴
字
放
叢
編
問
、
青
』

C
I
T
E
)
に
引
く
世
祖
至
一
パ
八

(
一
八
二
年
の
「
封
護
国
明
署
王
妃
ぷ
」
と

『淵
洲
山
時
』
巷
一
紀
州
ハ
に
み
え
る
。
た
だ
し
、
「
主
冗
一
八
年
の
ぷ
」
は

『
冗ー兜
』
者
一

C
品
川
組
本
紀
じ
主
瓦
五
午
八
月
下
未
の
条
(
二
口
川
百
)
に
「
制
封
泉
州
仲
良

E
護
凶
明
事
五
車
協
止
糸
川
慶
則
的
同
天
妃
じ
」
と
あ
る
か
ら
、
「
至

克

h
年
の
羽
山
」
の
誤
り
で
あ
る
と
お
も
わ
れ
る
ち
な
み
に
別
代
の
何
荷
?
地
E

閤
4
H
』
(
崇
偵
「
一
六
一
口
」
年
同
)
に
み
え
る
荷
寿
炭

の
「
提
挙
福
建
広
止
市
舶
事
」
打
命
記
事
は
蒲
削
文
と
の
混
同
の
吋
能
性
が
向
い
蒲
削
丈
が
寿
炭
の
長
子
で
あ
る
と
す
る
記
載
は
、

困問辛口

巻

五

一

畜

他

志

泉

州

府

の

条
ι

(
日
)
忙
冗
台
伝
(
一
八
八
頁
)
一

l

干
、
拝
江
准
行
件
前
ド
辛
政
事
。
」

(
日
)
」
正
史
』
在
九
四
食
貨
志
一
市
舶
(
二
問
。
頁
)
「
一
十
午
、
遂
定
抽
分
よ
法
一
一
川
ん
年
月
、
忙
士
円
銃
口

a
舶
尚
皆
以
金
銀
易
香
本
。
』

於
H
ん
卜
令
禁
14
、
唯
鉄
不
禁
c
」

(
臼
)
一
パ
史
』
巷
一
川
制
本
紀
一
ロ
ギ
一
川
一
二
汗
春
正
川
の
条
(
二
六
凶
百
八
)
「
〔
至
克
一
十
年
〕
春
乙
卯
、
帝
御
よ
明
殿
、
山
丞
相
和
租

害
孫
M
I
宵
{
U本
玉
附
主
主
、
諸
白
{
巳
朝
賀
如
朔
H
儀
、
赦
-
人
卜
。
れ
部
削
行
省
半
世
間
忙
忽
惜
逆
立
珠
百
斤
。
」
た
だ
し
、
堤
町
民
は
、
こ

の
時
点
で
は
マ
ン
グ
タ
イ
は
ま
だ
半
平
政
半
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
実
録
編
纂
上
の
ミ
ス
で
は
な
い
か
と
疑
っ
て
い
る
[
堤
一

c
c
c
一
一
六
、
け

十
U

(
日
)
“
八
間
通
品
巻
。
秩
{
巳
併
{
巳
ん
川
に
も
、
福
建
等
処
都
転
運
塩
使
叶
運
伎
の
ふ
平
吾
作
間
の
任
官
呂
と
し
て
、
札
刺
川
地
相
川
(
N
H

毛
)
と

あ
る
の
が
椛
認
で
き
る
一
福
建
リ
ヰ
処
塩
課
市
舶
部
転
運
司
は
、
こ
の
と
き
泉
州
市
船
司
と
塩
運
可
が
什
併
し
て
で
き
た
官
術
で
あ
る
ι

(
H
)

こ
の
件
に
関
わ
る
と
み
ら
れ
る
楽
刊
が
一
大
冗
聖
政
国
明
典
章
(
一
一
川
叫
辛
)
に
あ
る
が
、
そ
ち
ら
で
は
主
一
パ
二
二
年
と
な
っ
て
い
て
時

期
が
食
い
違
う

(民
)

J

日
比
肌
ハ
平
"
一
一

μ
品
在
八
市
附
州
法
二
二
条
回
顧
「
近
米
、
忙
冗
歪
沙
不
丁
辛
口
己
根
[
底
]
4
4
利
息
上
頭
、
肝
毎
来
阿
、
教
軍
師

看
守
者
、
将
他
好
的
担
封
了
、
好
判
財
物
選
株
買

f
D
為
五
般
奈
何
1
頭
、
那
畦
的
虹
佳
品
不
川
来
有
、
附
毎
唱
裏
人
人
日
米
的
枠
比
小
来
為
那

卜
頭
、
山
舶
司
的
勾
当
壊
了
有
」



(
刊
山
)
耳
元
七
年
七

H
に
「
隆
興
に
泉
州
行
省
の
治
を
置
く
」
と
い
う
記
事
が
あ
る
の
は
、
降
興
行
省
(
れ
両
行
省
)
の
長
タ
チ
ユ
の
死
に
よ
り
、

泉
州
に
本
拠
を
移
し
た
マ
ン
グ
タ
イ
が
さ
ら
に
江
西
に
ま
で
格
限
を
伸
ば
し
た
こ
と
を
い
う
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
刊
一
八
年
に
は
、
マ
ン
グ

タ
イ
は
「
十
判
示
に
円
進
し
、
制
川
に
行
折
」
し
た
が
、
烹
一
正
一
九
年

μ
Hに
は
、
止
西
福
位
行
官
が
併
合
さ
れ
て
い
る
c

(
灯
)
一
ぶ
史
巻
二
世
祖
本
紀
至
一
ぶ
一
九
年
七
月
発
西
の
条
(
一
山
田
頁
)
「
宵
慰
五
庖
司
・
雨
戸
孫
勝
夫
他
爪
畦
岡
、
忙
肯
帯
所
凶
、
詔
稗

之
J

」

(
児
)
こ
れ
ら
の
水
軍
万
円
の
組
織
は
[
ト
人
民
一
九
九
心
]
に
詳
し
い
い
ま
た
、
カ
ラ
タ
イ
の
ほ
か
長
れ
を
前
動
の
地
域
、
と
す
る
水
軍

-h一
円
に
は
張

栄
実
が
い
た

『
布、史
』
巻
口
世
相
本
紀
七
耳
元
五
年
七
月
発
己
の
条
(
一
口
頁
)
お
よ
び
巷
九
九
兵
I
b

一
銀
成
耳
元
五
年
?
八

月
の
朱
(
五
凶
口
頁
)
事
附
)

(四
)

J

u

凡
史
'
巻
九
凶
食
貨
一
市
航
(
一
川
目
。
頁
て

(
初
)
一
川
史
f

巻
一
世
相
本
紀
一
心
至
一
ぶ
二
一
年
ー
止
月
乙
未
の
条
(
一
七
一
貞
)
に
、
直
川
栄
情
建
行
巾
古
省
を
罷
み
、
立
慰
可
を
煮
や
り
、

江
西
行
中
市
凶
省
に
誌
か
し
め
ん
こ
と
を
請
う
」
と
あ
り
、
阿
巻
九
一
出
官
よ
七
れ
両
以
下
J

処
行
中
守
口
省
の
条

(

O

L
ハ
員
)
に
も
、
「
二
卜

一
年
、
福
忠
行
析
を
以
て
れ
西
に
併
入
す
」
と
あ
る
r

さ
ら
に

『
八
附
通
誌
』
在
一
地
理
建
世
治
斗
中
に
も
、
一
川
代
編
第
の
同
一
山
続
志
'
(侠

古
)
を
引
い
て
「
一
十
二
宇
、
改
め
て
'
且
慰
使
叶
を
置
き
、
れ
両
行
省
に
併
入
す
」
と
い
う
h

世
相
本
紀
の
続
く
記
事
に
よ
れ
ば
、
血
川
栄
が
、

行
山
ゲ
け
の
し
ご
と
が
多
す
ぎ
て
滞
る
こ
と
を
埋
闘
に
、
行
枢
密
院
を
設
世
し
て
只
納
(
統
帥
権
)
を
そ
ち
ら
に
歪
諒
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
の
桔
梢
は
「
軍
事
力
の
分
故
」
が

H
的
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
て
い
る
[
大
向
一

C
C
一
一
阿
〕

(
紅
)
耳
元
一
年
凶

H
に
監
察
御
山
陳
天
祥
が
鹿
川
栄
を
抑
劾

L
、
一

H
に
塵
世
v

み
は
伏
諒
す
る
レ

(
包
)
で
元
二
ニ
午
の
福
住
行
省
復
活
に
つ
い
て
、
一
正
史
ー
は
記
さ
な
い
(
刊
祖
本
紀
は
記
半
が
な
く
、
地
埋
志
は
二
年
で
終
わ
る
)
が
、
E

八

間
通

1
F
所
引
の

『三
山
続
志
』
に

復

た

行

中
A
H
省
を
世
く
υ

官
川
出
叶
能
む
」
と
い
う
。
ァ
ー
ふ
来
大
典
'
所
引

1粁
川
大
典
"
引
に
は
、
至

万
二
一
年
凶
け
に
、
「
福
建
・
東
京
両
行
省
」
と
み
え
る
の
で
、
相
建
行
省
復
活
は
一
一
年
l

正
月
か
ら
同
月
の
同
で
あ
ろ
う
わ

(
お
)
大
冗
海
速
記
』
巷

I
主
冗
一
四
年
の
長
「
一
十
川
午
す
行
泉
府
司
、
専
領
海
運
コ
増
世
万
戸
府
一
、
総
為
四
万
戸
府
)
都
抽
出
遅
海
船
上
万

μ
府
亦
述
為
頭
輿
張
よ
能
付
寸
勾
当
J

干
}
礼
等
処
巡
揖
万
一
円
附
忙
日
地
問
為
顕
輿
資
扶
反
・
張
主
彪
等
勾
当
c
」
干
}
礼
は
長
江
河
口
の
劉
軍
港
を
擁

す
る
。

(
担
)
「
調
}
札
准
何
下
万
日
「
府
市

l
柿
建
鎮
成
。
十
一
月
、
江
近
行
何
言

花車H初期0)南治貿易と行官51 

先
是
永
相
伯
顔
及
一
正
帥
阿
世
・
阿
品
説
等
一
可
行
何
時
、
各
路
世
軍
鎮
成
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視
地
之
軽
重
而
為
之
多
し
弘
、
限
後
忙
土
門
組
肘
代
之
、
悉
更
共
法
、
易
置
将
吏
士
方
、
殊
失
武
官
円
九
r
福
山
比
海
賊
巳
半
、
惟
湖
東
泊
、
地
位
川
一
忠
、

賊
所
巣
穴
、
高
禄
選

h
F
以
鎮
守
乙
一
ム
H

刺
帯
軍
成
、
沿
海
・
明
・
ム
川
、
亦
怯
烈
一
軍
成
担
-
処
、
札
忽
帯
軍
成
制
興
・
を
州
3
1

」

(
お
)
副
大
花
海
辺
記
』
在
上
古
l
一
川
一
八
年
八

H
の
条
「
罷
良
府
司
所
持
運
由
一

-h
一円府
c

従
朱
清
長
泊
所
請
也
r
」

(
お
)
一
パ
史
巻
?
ハ
高
興
伝
(
人
口
問
頁
)
「
〔
至
一
川
〕
十
六
干
秋
、
召
人
朝
、
侍
燕
大
明
殿
、
悉
献
江
南
所
得
珍
亙
」
、
同
巷
=
亦

盟
山
迷
失
伝
(
三
九
九
頁
)
「
〔
E

一
正
〕
九
年
、
何
一
人
朝
、
尽
献
共
所
有
珍
典
之
物
」

(
訂
)
議
件
、
拘
該
市
舶
去
処
行
省
行
泉
附
叶
・
市
舶
同
梓
豪
勢
安
之
氷
帆
ハ
販
舶
山
紅
、
小
依
体
例
州
分
、
口
勢
隠
附
作
弊
c

為
此
、
於
至
克

三
十
年
四

H
十
日
奏
過
事
内
一
件
、
刀
打
省
山
人
毎

h
R附
叶
白
人
何
白
山
舶
叶
白
人
何
不
掠
甚
感
官
人
好
柿
い
を
同
一
戸
毎
、

H
己
的

虹
生
裏
倣
売
買
去
川
、
依
若
山
姓
毎
的
体
例
列
抽
分
骨
私
卜
隠
成
若
不
奥
抽
分
川
、
不
械
是
詩
、
両
特
出
本
川
、
那
銭
物
都
断
没
c

倣
官
的

ト
枠
制
枇
底
革
要
了
罪
過
、
勾
常
性
教
山
去
、
於
郁
断
没
来
的
銭
物
内
、
三
分
中
一
分
輿
向
行
人
充
賞
阿
怠
牛
?
」
商
量
来
雲
町
「
足
也
じ
擬
定
那

般
者
。
」
担
行
了
也
。
」

(
i
d

入
学
研
究
科
特
任
附
究
員
)



年
表
福
建
行
省
の
組
織
変
遷
と
マ
ン
グ
タ
イ
の
荷
動
〔
H
N

司
馬
誼
年
)

典
拠
【
】
で

-mす
な
伺
【
名
“
ご
日
『
国
劇
名
匿
事
略
』
巻
“
也
、
【
犯
】
日
『
元
史
』
本
紀
、
【
盲
】
日
『
一
帯
史
』
百
官
志
、

Z
品
目
『
元
史
』
食

貨
志
、
【
凹
伝

T
『
一
章
』
巻

mA当
人
〕
伝
、
【
芭
日
『
大
元
海
運

E
E同
盟
、
呉
屋
関
)

年 行省の統廃合 背景 マングタイの動向

至jC14年 7月、荷寿康前世西行省事故になる''''

(1277) 

"年(12'胃} 2月、 幅州に行申書省圏直置かれる'"，1・ ...瞳都・荷寄庚が福建で活動 補建で話到勘

6月、陸興が橿建に併合きれる I紀1 6月、 E南の冗官をやめさせる I記1

7月、積州"行中書省、福建も韓民 I記1 T月、福建時宜軍使忙 I紀1

10月、中央に戻号、左丞に昇遍(131伝1

z月、泉州に行中書省~置かれる I杷l' ...暗部・荷量豊庚「梅外相諭』を特う I記1

I 17年(1280) 1月、植州に行中書智郡置かれ晶[車1I 4月、植州に..昌 I車1I

5月、泉州"福州有省の拍が置かれる I記1

7月、陸奥に皐州行省の惜が置市寸もる I記1 在育行省右丞タテュ、世す [13S伝1

1.年(1281) 右墨に昇進.福州に行者U31伝1

四年(1盟" 5月、紅酉・福愚行省~僻合される'''' 7月、晴'鹿@蝿外相."健曹を拘劃 I記1

10月、泉州行省が栖建行者に併合される I配1

却年(1283) 3月、樟州"行者が置かれる I紀1・H ・H ・ ...平章張車、左丞也先帖木児 抽骨骨量倒産.慣ーによる金鰻庫出壷上園I食1

憲糧万戸際鎗.補監事を禽笹【梅】

'1年(1284) '月、紅橿行曹の分.，.，匝州に置< [taJ・ ...to.丞愈刷出、荷寿康、書監督釦柚 '".回k・大関."朝賀.....冒斤院副 I紀1
F月、紅清南省平軍政事に

2年(1285) 1月、植建行者が在西行者に韓属する・・ ..w世惜の輔.軍事力分散が目的 10月、在荷行省左丞相に昇進 I記1

{実現せず?)[記1

E "年(1"叫 橿量特宥が在構押曹に.掴する【百1 福建特省~，匝括， ，地理高福州1 引曹融き福建j['"

24年臼，，" 抄不丁が行泉府司世量.海運万戸府z増世 書彊万戸a・種事告.径【梅】
訂年(1皿} 江酉軒省のアすルタチ『不称職」、 E置に出帥

[131伝1、三万戸府を・量に事す I兵1、世す

"年(1291) 2月、植重行省が江圃行'"に.凪する I記1 桑寄の失脚.行泉府司下の構運万戸府車止

皿 却年(1291) 平章亦鳳遣先・史弼・商興が『在爪佳1

大筒 3年 Z月、福建行者が廃止される I記1

(1299) 

担
~
早
川
実
思
議
怪

S
R
E在
日

向
山
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SUMMARY 

Nanhai Tradc and ~Iobilc Sccrctariat during thc Early Yuan Pcriod 

On the background of 1¥，.fangyutai's influence over the maritirne 

trade administration 

Masaki MUKAI 

Mangy utai， a Mongolian (Tatar) cornmander who conducted the sub-

jugation of the Fujian region as the rnission of Mobile Secretariat(xing 

sheng)， was appointed the first Chief of the Maritime Trade Supervisorate 

founded at Quanzhou in 1277 just after the city had been seiχed by the 

Yuan troops from the former Southern Sung regime. He continued to 

rnake cornrnitrnents to rnaritirne trade affairs and often ordered his f1eet to 

seize trade ships to obtain illegal duties even after he had become出etop 

official of the Mobile Secretariat at Jianghuai in 1284 

Behind his influence over maritime affairs， one can point out several 

conditions that rnade it possible: (1) Mangyutai's rnilitary influence over 

the South China coastal region， (2) his maintained relationship with the 

rnaritirne trade adrninistration of the Fujian coastal region through the 

appointment of his elder brother Jalayirtai to出etop official of the Mari-

tirne Trade Supervisorate and the Bureau of Salt Distribution in 1284， (3) 

his pc沼田bleinvolvement in maritime trade， a practice that had never been 

legally prohibited and was cornrnonly undertaken by officials of the South 

China coastal region. (4) Despite this， he was not a completely auton-

ornous rnaritirne rnilitary entity but a faithful servant of Qubilai Khan， tak 

ing a ritual of showing loyalty to the Khan， occasionally attending the im 

perial court to report affairs of his fonner post and directly receiving new 

mlsslons 

Through investigating actual situations surrounding these factors， we 

can obtain a totally new image of early Yuan maritime trade in which 

various actors could officially or privately have participated in and taken 

advantage of this trade under conditions of nominal imperial-centered 

hierarchic domination 

キーワード.モンゴル帝凶・私貿易.iiJi平力・コネクション
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